
『詩
学
大
成
抄
」
に
見
え
る
書
籍
を
め
ぐ

っ
て

〈
研

究

ノ

ー

ト

〉
『詩
学
大
成
抄
』
に
見
え
る
書
籍
を
め
ぐ

っ
て

付

『詩
学
大
成
抄
』
書
名
索
引
稿

松

尾

肇

子

『詩
学
大
成
抄
』
は
、
『
詩
学
大
成
』

の
和
文
の
抄
物
で
あ
る
。
『詩
学
大
成
』

は
、
作
詩

の
た
あ
の
通
俗
類
書

で
、
南
宋
朝
あ
る
い
は
金
朝
に
編
纂
さ
れ
、
そ
の

後
増
補
改
訂
を
繰
り
返
し

つ
つ
元
朝

に
最
も
流
行
し
た
。
そ
の
流
行
は
日
本

に
も

及
び
、
林
植
編

の
至
正
十
五
年
翠
巌
精
舎

刊
本

『聯
新
事
備
詩
学
大
成
』
三
十
巻

が
覆
刻
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
『詩
学

大
成
抄
』
中
に
見
え
る
書
名
の
索
引
を

作
成
す
る
な
か
で
気
づ
い
た
こ
と
を
備
忘

す
る
も
の
で
あ
る
。

先
に

『詩
学
大
成
』
の
書
誌
の
概
略
を
確
認
す
る
。
現
存
す
る
テ
キ
ス
ト
は
二

系
統
に
分
か
れ
る
。
成
立
が
早
い
の
は
、
毛
直
方
編

『新
編
増
広
事
聯
詩
学
大
成
』

三
十
巻
(以
下
、
毛
本
と
略
称
す
る
)
で
、
元

・
至
順
三
年
(
=
二
三
二
)
、
至
正
二

年
(
=
二
四
二
)
、
同
十
四
年
(
=
二
五
四
)
、
明
前
期
刊
本
が
あ
る
。
こ
れ
を
改
編

増
補
し
た
林
槙
編

『聯
新
事
備
詩
学
大
成
』
三
十
巻
(以
下
、
林
本
と
略
称
す
る
)

に
も
、
元

・
至
正
十
五
年
(
=
二
五
五
)
、
明

・
永
楽
六
年
(
一
四
〇
八
)
、
宣
徳
元

年
(
一
四
二
六
)
の
刊
本
が
確
認
で
き
る
と

い
う
。
こ
の
二
系
統
は
、
分
類
の
標
題

や
収
録
す
る
詩
句
に
も
出
入
り
が
甚
だ
し

い
。
そ
も
そ
も
構
成
も
や
や
異
な

っ
て

お
り
、
毛
本
で
は
天

・
地

・
人

・
物
の
四
部
に
大
分
類
し
、
そ
の
下
位
を
天
文

・

時
令
等
の

「類
」
に
分
け
る
。
林
本
に
は
天
地
人
物
の
四
部
は
な
く
、
毛
本
の
類

に
相
当
す
る

「門
」
に
分
か
れ
て
お
り
、
門
名
に
も
出
入
り
が
あ
る
。
各
門
類
は

さ
ら
に
以
下
の
よ
う
な
条
目
に
分
か
れ
る
。

○
毛
本

"
叙
事
、
故
事
、
大
意
、
起

・
聯

・
結

○
林
本

"

事
類
、
散
対
、
起

・
聯

・
結

毛
本

の

「叙
事
」
は
、
当
該
語
彙

の
釈
義
を
示
し
、
小
字
双
行

で
諸
書
を
引
用
し

て

一
般
的
な
説
明
を
施
す
。
た
だ
し

「叙
事
」
を
置
か
な
い
綱
目
も
あ
る
。
右

に

毛
本

の

「叙
事
」

に
対
し
て
林
本
が
空
欄

に
な

っ
て
い
る
の
は
、
対
応
す
る
項
目

が
無

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
毛
本

の

「故
事
」
と
林
本

の

「事
類
」
と
は
対
応

し
、
典
拠
と
な
る
諸
事
を
収
め
、
各
故
事

に
小
字
双
行
の
出
典
を
加
え
て
い
る
。

さ
ら
に
毛
本

「
大
意
」
と
林
本

「
散
対
」
と
が
対
応
し
、
二
～
四
字
の
対
語
を
列

記
し
、
両
本
と
も
最
後
に

「起
」
「聯
」
「
結
」
に
分
け
て
五
言
七
言
の
対
句
を
収

録
す
る
。
作
詩
の
た
め
の
類
書
と
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
門
名
等
は

大
字
、
そ
の
下
は
す
べ
て
小
字
双
行
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
区
別
せ
ず
掲
載
す
る
。

次
に

『詩
学
大
成
抄
』

の
書
誌
の
概
略
を
記
す
。
『詩
学
大
成
抄
』
を
著
わ
し

た
の
は
、
室
町
後
期
、
京
都
五
山
第
二
位

の
相
国
寺
に
い
た
惟
高
妙
安
(
一
四
八

〇
～

一
五
六
八
)
と
い
う
学
僧

で
、
晩
年
に

『中
興
禅
林
風
月
集
』
『詩
学
大
成
』

『
韻
府
群
玉
』

の
三
書
に
抄
を
施
し
た
。
彼
が
そ
の
学
識
の
集
大
成
を
試
み
た
と

言

っ
て
よ
い
。

つ
と
に
柳
田
征
司
博
士
の
大
冊

『詩
学
大
成
抄
の
国
語
学
的
研
究
』

が
あ
り
、
該
書
は
永
腺
四
年
(
一
五
六
二
)
頃
の
成
立
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
『詩
学
大
成
抄
』
は

『詩
学
大
成
』
全
巻
を
講
釈
し
た
も
の
で
は
な
い
。
毛

直
方
本
で
言
え
ば
天
部

・
地
部
の
部
分
し
か
な
く
、
抄
は
元
来
こ
れ
ら
に

つ
い
て

の
み
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

『詩
学
大
成
抄
』
に
刊
本
は
存
在
せ
ず
、
現
存
す
る
写
本
は
、
外
題
に

『詩
学

大
成
抄
』
と
す
る
市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵
の
十
冊
本
(以
下
、
米
沢
本
と
略
称
)
と
、
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外
題
を

『大
成
抄
』
と
す
る
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
の
五
冊
本
(以
下
、
岩
瀬
本

と
略
称
)
の
二
本
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
巻
頭
内
題
は

「
幼
児
乳
臭
編
」
と
す
る
。

両
本
は
ど
ち
ら
も
完
本
で
は
な
く
欠
冊
が
あ
り
、
両
本
と
も
に
収
録
さ
れ
る
の
は

天
文
部

・
地
理
門

・
時
令
門
で
あ
る
が
、
内
容
に
は
若
干
の
相
違
が
あ
る
。
ま
た

米
沢
本
の
郊
園
門

・
地
理
門

・
城
閾
門

・
祠
宇
門
、
岩
瀬
本
の
節
序
門
は
、
そ
れ

ぞ
れ

一
方
に
し
か
存
在
し
な
い
。
ま
た
そ
の
際
に
使
用
し
た

『詩
学
大
成
』
も

一

貫
し
て
お
ら
ず
、
柳
田
氏
は
、
同
類
諸
本

の
取
り
合
わ
せ
本
か
と
推
定
し
て
い
る
。

講
釈
の
態
度
は
、
「
叙
事
」
は
原
文
に
沿

っ
て
進
め
、
そ
こ
に
引
か
れ
る
書
籍

の

解
説
を
折
々
加
え
る
が
、
「故
事
(事
類
)
」
以
下
の
部
分
に

つ
い
て
は
、
項
目
を

適
宜
拾
い
出
し
、
比
較
的
自
由
に
講
釈
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
実
際

の
様
子
を

次
に
見
る
。
ま
ず

「叙
事
」
を
例
に
示
す
。

○
霜

【叙
事
】
大
戴
礼
霜
陰
陽
之
気
也
陰
気
勝
則
凝
而
為
霜
釈
名
霜
者
葬
也

其
気
惨
毒
物
皆
葬
也
准
南
子
霜
神
名
青
女
高
誘
注
云
青
女
天
神
主
霜
雪
者
白

虎
通
露
者
霜
之
始
寒
則
変
而
為
霜
(毛
本

「天
部

・
天
文
類

・
霜
(ニ
ー7
オ
)
」、

林
本
に
対
応
箇
所
無
し
)

○
大
戴
礼
ト
云
書

二
、
霜

ハ
、
陰
陽

ノ
気
ガ
、

コ
リ
カ
タ
マ
ツ
テ
ナ
ル
也
。

釈
名
ト
云
書

ハ
、

一
切
ノ
物
ノ
、
名

ノ
心

ヲ
、

シ
ル
イ
タ
書
ナ
リ
。

ソ
レ
ニ

ハ
、
霜

ハ
、
喪
也
ト
云

ソ
。
音
ガ
、

ヲ
ナ
ジ
イ
ホ
ド
ニ
ソ
。
霜
ノ
気
ガ
、
毒

ナ
リ
。

一
切
ノ
万
物
力
、
霜

ニ
カ
レ
、
ホ
ロ
ブ
ル
ソ
。
喪

ハ
、
ホ

ロ
ビ
テ
、

ツ
ク
ル
心
ソ
。
ミ
ナ
ニ
、
ナ
ル
ソ
。

(『詩
学
大
成
抄
』
天
文
部

・
霜
、

一
47

ウ
)

次
に

「故
事
」
か
ら

「帆
帰
」
を
例
と
し
て
示
す
。

○
帆
帰
、
瀟
湘
八
景
遠
浦
I
I
(毛
本

「地
部

・
山
川
類

・
浦

・
故
事
(六
16

オ
)但
し
瀟
は
消
に
作
る
)
」、
林
本

「地
理
門

・
沙
浦

・
事
類
(四
3
オ
)」
)

○
帆
帰
ル
ハ
、
瀟
湘
ノ
八
景
ノ
里

二
遠
浦
販

ノ

一
景

ア
ル
ソ
。
釣
リ
舟
ノ
晩

景

二
、
浦
々
工
販
ル
舟
力
、
イ
ク
ツ
モ
木

ノ
葉
チ
ツ
テ
、
浮
タ
如
ナ
ソ
。
八

景

ハ
北
国
ノ
、
燕
ノ
国

二
、
燕
山

ノ
八
景

ア
リ
。
常
徳
府

ノ
桃
源

ニ
モ
八
景

ア
ル
ソ
。
皆
方
輿
勝
覧

ニ
ア
ル
ソ
。
方
輿

ノ
書

ニ
ハ
瀟
湘

ノ
八
景
ヲ
ノ
セ
タ

『
詩
学
大
成
抄
』
に
見
え
る
書
籍
を
め
ぐ

っ
て

二
、

名

ノ
字

上

下

シ

タ

リ
。

字

ノ

チ
ガ

ウ

タ

コ
ト

ア
リ
。

遠

寺

i

ー

ハ
、

燗

寺

ト

シ
タ

ソ
。

遠

ー
販

帆

ハ
、

帆

ノ
字

ア

ニ
ア
リ

。
帆

多

ト

コ

ニ
出

タ

ナ

ソ
。

湘

ノ
八

景

ノ
詩

ハ
、

洪

寛

範

ノ
詩

ア
リ
。

貞

和

集

ニ
ノ

モ

ノ

ス
。

石

門

文

字

禅

ニ
ノ

ッ

タ

ソ
。

同

本

ニ

ハ
八

景

ノ
詩

、

モ
ト

カ

ラ
多

ソ
。

南

禅

寺

ノ
東

禅

院

ニ

ハ
八

景

ノ
画

ノ
屏

風

ア

リ
。

画

ハ
周

文

力
筆

力

、

雲

章

和

尚

ノ
兄

一
条

ノ
太

閤

ノ
歌

ヲ

ハ

一
々
御

ヨ
ミ

ア

ツ
タ

ガ
、

詩

ハ
五

山

ノ
名

匠

タ

チ

ナ

リ
。

ウ

コ

北
禅
瑞
仙
和
尚

ハ
、
瀟
湘
夜
雨
ナ
リ
。
虞
舜
不
販
天
亦
泣
、
飲
声
洒
竹
半
江

ノ
秋
ト
ア
リ
。
人
ノ
ヲ
ボ
エ
タ
詩
ナ
リ
。
杜
詩

二
、
回
首
叫
虞
舜
、
蒼
梧
雲

正
愁
ト
作
タ
心
テ
、
天
亦
泣
ト
作

レ
タ
ソ
。
雲
力
愁

テ
カ
ナ
シ
ム
ク
セ
ア
レ

ハ
必
涙
雨

ニ
ナ
ル
ソ
。
八
景

ヲ
画

ニ
カ
キ

ハ
シ
ム
ル
コ
ト
ハ
宋
朝
ノ
宋
復
古

ト
云
者
也
。
彦
龍
ノ
白
地
扇
ノ
地

二
八
景

ヲ
文

ニ
カ
イ
テ
ト
人
ガ

コ
ノ
ン
デ

賛
ノ
文
カ
ケ
タ
ソ
。
賛
ノ
詩
モ
洪
覧
範

ヨ
リ
初
タ
ソ
。
宣
和
画
譜
ヲ
考

二
宋

ノ
文
臣
宋
迫
字
復
古
小
伝

ア
リ
。
得
テ
カ
イ
タ
国
ノ
名
、

一
々
ノ
セ
タ
ソ
。

一
ノ
末

ニ
ハ
八
景

一
ト
ノ
セ
タ
ソ
。
(『詩
学
大
成
抄
』
郊
園
門

・
沙
浦
、
七

姐
ウ
)

毛
本
、
林
本
、
『詩
学
大
成
抄
』
は
い
ず
れ
も
異
な
る
門
に
収
録
し
て
お
り
、
『詩

学
大
成
抄
』
が
毛
本
で
も
林
本
で
も
な
い
テ
キ
ス
ト
に
も
と
つ
い
た
可
能
性
は
否

定
で
き
な
い
が
、
瀟
湘
八
景
を
め
ぐ
る
詩
句
や
絵
画

へ
と
話
題
が
ひ
ろ
が

っ
て
い

る
の
は

『詩
学
大
成
』
に
沿

っ
た
も
の
で
は
な
く
、
惟
高
妙
安
の
講
釈
で
あ
る
と

考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

右
に
見
た
よ
う
に

『詩
学
大
成
抄
』
中
に
は
漢
籍
が
多
数
使
用
さ
れ
る
。
以
下

に
、
漢
籍

へ
の
言
及
を

『詩
学
大
成
抄
』
の
記
述
か
ら
拾
い
、
次
に
、
十
四
世
紀

の
禅
僧
、
義
堂
周
信
の
漢
籍
利
用
と
比
較
し
て
十
六
世
紀
の
惟
高
妙
安
の
特
長
を

探
り
た
い
。

当
該
語
彙
の
基
本
知
識
を
収
録
す
る

「叙
事
」

に
つ
い
て
、
惟
高
妙
安
は
確
認

に
努
め
た
よ
う
で
、
該
書
の
書
誌
に

つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
当
時

の
具
体
的
な
様
子
が
分
か
る
。
以
下
に
当
該
箇
所
(掲
載

の
冊
は
漢
数
字
、
丁
は
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『詩
学
大
成
抄
』
に
見
え
る
書
籍
を
め
ぐ

っ
て

ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
示
す
)
を
挙
げ
る
。
五
十
音
順
に
配
し
、
〔
〕

補
訂
を
施
す
。

・
温

州

志

・
画

系

・
楽

府

・
漢
篤

・
漁
隠
叢
話

・
群
書
備
数

・
荊
楚
歳
時
記

・
剣
南
続
稿

・
五
灯
会
元

・
三
体
抄

・
七
千
蔵
経

・
尋
龍
秘
要
集

・
宣
和
画
譜

・
素
書

・
大
学
中
庸

・
大
平
御
覧

・
白
虎
通

・
文
献
通
考

・
碧
巌
録

・
抱
朴
子

で
筆
者
に
よ
る

三
十

巻

ナ

リ

(
四

23

オ
)
三
十

巻

ア

ル

ソ
(
十

一
39

ウ
)

一
冊

ノ
書

ナ

リ
、

マ

レ
ナ
書

ナ

リ

(
二

組

オ
)

楽

府

ト

云
書

ア
リ
、

十

冊

ア

マ
リ
、

巻

ノ
数

ハ
百

巻

バ
カ

リ

ア

ル

ソ
、

モ
ト
見

タ

ソ
(
九

49

ウ
)

二

冊

ア
リ
、

唐

本

ナ

リ

(
二

70

ウ
)

三
十

巻

カ

ァ

ル

ソ

(
三

35

オ

ウ
)

マ
レ

ナ
本

ソ
、

物

ノ
数

ヲ
、

一
ヨ
リ

シ

テ
、

ソ

ロ

エ
テ

シ

ル
イ

タ
、

書

ナ
リ

(
一
20

オ
)

十

巻

バ
カ

リ

ア

ル

ソ

(六

44

ウ
)

七

八

巻

ア

ル

ソ

(
二

53

オ
)

詩

文

マ
テ
入

タ
カ

ア

ル

ソ

(七

47

オ
)

桃

源

ノ
三

体

、

抄

一二

々
図

ヲ

シ

ル

シ

テ

ヲ
ケ

タ

ソ

(
五

39

ウ
)

桃

源

三

体

ノ
抄

ニ

ハ
図

カ

ア

ル

ソ

(六

28

ウ
)

京

ニ

ハ
ナ

イ

ソ
、

摂

州

兵

庫

ノ
禅

昌

寺

ノ
ガ
七

千

蔵

ナ

リ

(
七

47
オ

)

七

冊

バ
カ

リ

ア

ル

ソ

(
四

16

オ
)

六

七

冊

ア

リ

…

野

渡

無

人

度

、

孤

舟

終

日
横

ト

作

タ

モ

ア

リ

(
二

3ー
ウ
)

一
巻

ノ
書

ナ

リ
、

ソ

ツ
ト

ア

〔
ル
〕

ソ
、

注

ア

リ

(
二

40

ウ
)

大

学

中

庸

ノ

ニ
部

ノ
書

ヲ

ヨ

マ
デ

ハ
ソ
、

一
冊

ヅ

・
ノ
小

巻

ノ

書

(
五

6ー
オ

)

千

巻

ノ
書

也

(
一
28
オ

)

二
冊

ア

リ

(
五

P
オ

)

倭

国

ノ
伝

ト
云

力

一
冊

ア
リ
、

三
十

張

ホ

ド

ア
ル

ソ
(
七

39

ウ
)

十

巻

ニ
カ

ズ

ガ
百

ア
ル

ソ
(
九

43
オ

)

内

篇

一
百

一
十

五
篇

ナ

リ

(
二

43
オ

)

・
楽

邦

文

集

六

冊

ア
リ

(
五

7

ウ
)

・
劉

史

一
巻

ノ
書

ア
リ

(
二

22

ウ
)
一
冊

ナ

リ

(
二

68

ウ
)

な

お
、

彼

自

身

に

よ

る
抜

書

き

「
免

塵

集

」

に

つ
い

て
も

○

某

カ

ワ
カ

イ
時

ノ
抜

書

ノ
名

ヲ
、

刈

楚

ト

カ

イ

タ

ソ
。

ソ

ノ
後

二
免

塵

ト

カ

イ

タ

ソ
。

六

十

バ
カ

リ

マ
デ

ノ
抜

書

、

免

塵

集

二
百

五
六

十

冊

ア

ツ
タ

ソ

(
七

30

ウ
)

と
、

回
想

し

て

い
る
。

一
方

、

当

代

を
代

表

す

る
学

僧

で
あ

る
惟

高

妙

安

に
し

て
、

そ

の
書

籍

を

見

た

こ
と

が

な

い

と

記

す

こ
と

も

少

な

く

な

い
。

「
ミ

ヌ
書

」

「
ミ

ヌ
本

」

「
ミ

エ

ヌ
」

「
不

見

」

と

記

さ

れ

た
書

籍

は
以

下

の
と

お

り
。

・
園

林

紀

勝

(
七

16

オ

)
・
格

物

論

(
ニ

ーー

オ
)
・
簑

宇

記

〔太

平

簑

宇

記

〕

(
二

45

オ

ウ
)
・
漢

宮

殿

ノ
疏

(
ニ

ー6

オ
)
・
関

輔

記

材

〔林

〕

(九

4

ウ
)
・
曲

略

(十

一
46

ウ
)
・
五

経

要

義

(
四

2

ウ
)
後

燕

録

(
二

38

ウ

39

オ
)
・
古

今

通

論

(
四

ー

ウ
)
・
粧

楼

記

(十

一
34

オ
)
・
志

林

(十

一
28

オ
)
・
続

斉

階

〔「
譜

力
」

の
書

入

れ

〕

記

(十

一
12

オ
)
・
卓

異

記

(
五

4

ウ
)
・
丹

陽

集

(十

一
23

オ
)
・

図

記

(
六

18

ウ
)
・
董

助

聞

俗

〔董

助

問

礼

俗

〕

(十

一
9

ウ
)
・
内

伝

(
二

24

オ
)
・
夢

華

録

〔東

京

夢

華

録

〕

(
十

一
2ー

ウ
)

こ

こ

に
は
略

記

さ

れ

て
い

る
と

思

わ

れ

る
書

名

が
多

い

の

で
同

定

は
難

し

い
が
、

「
ミ

ヌ
本

也

、

名

モ

メ

ッ
ラ

シ

イ

ソ
」

と

記

す

る
南

唐

・
張

泌

「
粧

楼

記
」

の

ほ

か

、

梁

・
呉

笏

「
続

斉

譜

記
」
、

唐

・
李

糊

「
卓

異

記

」

は

い
ず

れ

も

小

説

で
あ

り

、

書

籍

の
形

で

は
渡

来

し

に
く

い
も

の

だ

っ
た

だ

ろ
う

。

「
園

林

紀

勝

」

に

つ

い

て
言

う

「
此

書

未

見

也

、

書

籍

ツ
キ

ヌ

コ
ト

ソ
」

の
慨

嘆

に

は
共

感

で
き

る
も

の
が

あ

る
。

ま

た

「
内

伝

」

に

「
黄
帝

ノ
内

々

ノ

コ
ト

ヲ
、

シ

ル

イ

タ
書

力
、

ミ

ヌ
書

ナ
リ

」

と

あ

る

よ

う

に
、

内

容

を

推

量

す

る
発

言

が

あ

る
書

籍

も

未

見

で
あ

ろ

う
。

そ

の

い

く

つ
か
を

記
す

。

・
金

門

歳

節

金

門

歳

節

ト

云
書

ノ
名

力

(
十

一
24
オ

)

・
月

令

斉

ノ
国

ノ
者

カ

シ
タ
月

令

カ

ア

ル
ゲ

ナ

ソ
(
五

P

オ
)
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・
春

秋

後

伝

春

秋

後

語

ト

云

書

ア

リ
、

コ

・
ノ
後

伝

ハ
、

同

シ
書

カ

ソ

(
二

35
オ

)

・
飽

胎

法

飽

胎

法

ノ
三

字

ハ
、

書

ノ
名

力
、

不

決

ソ
(
ニ

ー2
オ

)

さ

ら

に
は
、

日
本

へ
は

輸

入

さ

れ

て

い
な

い

の

で

は

な

い

か

と

い

う

こ

と

も

あ

る
。
・
三

輔

黄

図

・
三

輔

次

録

ド

レ

モ

日
本

エ

ハ
ワ

タ

ラ

ヌ
ゲ

ナ
ゾ

(
十

ー

ウ

・
十

2

オ

)

・
四

時

纂

要

梁

元

帝

ノ

四
時

纂

要

ト
云

書

ヲ
作

レ
タ

ソ
、

コ
チ

ニ

ハ

一
タ

ウ

ミ

ヌ
本

ナ

リ

(六

17

ウ
)

・
水

志

(徐

箔

)

コ
チ

エ

ハ

ワ
タ

ラ

ヌ
ゲ

ナ

ソ
(十

2

ウ
)

・
朝

野

愈

載

日
本

へ
渡

タ

ヤ

ラ
、

ミ

ヌ
本

ナ

リ

(
十

一
!5

オ
)

惟

高

妙

安

が

見

ら

れ

な

く

と

も

日
本

に
渡

来

し

て

い

た
書

籍

は

あ

る

だ

ろ

う

が

、

簡

単

に
見

ら

れ

る
も

の

で

は
な

か

っ
た

の

は
間

違

い

な

い
。

『
詩
学
大
成
』
の
書
名
は
、
義
堂
周
信

の

『空
華
日
用
工
夫
略
集
』
に
す
で
に

見
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
正
中
二
年
(
=
二
二
五
)
か
ら
嘉
慶
二
年
(
=
二
八
八
)
ま
で

の
記
事
が
収
め
ら
れ
、
す
で
に
原
田
正
俊
氏
が
そ
の
中
か
ら
書
目
を
抜
き
出
し
、

そ
の
活
動
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
論
考

に
よ
っ
て
概
略
を
記
す
と
、
義
堂
周
信

は
延
文
二
年
(
=
二
五
九
)
鎌
倉
に
入
り
、
僧
侶
た
ち
に

「詩
文
に
か
か
わ
る
も
の
、

宋
代
の
高
僧
、
大
慧
宗
果
を
は
じ
め
と
し
た
人
物
の
語
録
や
宋
代
に
編
纂
さ
れ
た

高
僧
の
言
行
録
、
禅
宗
所
用
の
経
典
、
禅

と
儒
教
を
論
じ
た
も
の
、
清
規
な
ど
」

を
講
じ
、
「足
利
氏
満
に
対
し
て
は

『
貞
観
政
要
』
を
読
む

こ
と
を
勧
め
、
」
「
菅

原
豊
長
に

『
孝
経
』
『
政
要
』

の
講
義
を
受
け
、
諸
寺
長
老
か
ら
は
、
経
典

・
語

録
の
講
義
を
受
け
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
」
。
彼
が
参
照
し
た
書
目
に
は

『
太

平
広
記
』
『釈
子
資
鑑
』
『
編
年
通
論
』
『
北
簡
文
集

・
詩
集
』
『宗
鏡
録
』
『
事
文

類
聚
』
等
が
あ
る
。
康
暦
二
年
(
=
二
八
〇
)
に
は
建
仁
寺
に
入
り
、
将
軍
足
利
義

満
に
近
侍
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
中
国
歴
代
禅
僧

の
事
跡
を
集
め
た

『
禅

門
宝
訓
』
や
経
典
、
『
中
峯
広
録
』
な
ど

の
語
録
、
儒
教
の
四
書

(
『大
学
』
『
中

『詩
学
大
成
抄
』
に
見
え
る
書
籍
を
め
ぐ

っ
て

庸
』
『孟
子
』
『
論
語
』
)
な
ど
を
論
じ
、
「大
陸
情
報

の
伝
達
者
」
と
し
て
活
動
し

た
が
、
「儒
学
の
講
義

の
制
限
を
し
て
い
た
よ
う
で
」
も
あ
る
。

十
四
世
紀
の
状
況
を
示
す
右
の
書
目
と
、
十
六
世
紀

の

『
詩
学
大
成
抄
』
に
見

ら
れ
る
書
名
を
比
較
し
、
惟
高
妙
安
の
時
代
と
の
差
異
を
検
討
し
た
い
。

ま
ず
、
経
典
や
高
僧
伝
、
清
規
な
ど
は
重
な
り
あ
う
。
た
だ
し

『詩
学
大
成
抄
』

で
は

『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
に
比
べ
て
書
名
全
体
に
占
め
る
割
合
は
低
く
、
ま

た

『
詩
学
大
成
』
を
離
れ
た
惟
高
妙
安
の
講
釈
中
に
言
及
さ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
惟

高
妙
安
は
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
書
名
で
言
え
ば
、

経
典
の

『
榜
厳
経
』
『
円
覚
経
』
『金
剛
経
』
『
法
華
経
』
や

『百
丈
清
規
』
、
仏
教

史
の

『
釈
氏
資
鑑
』
『
五
灯
会
元
』、
宗
論
の

『宗
鏡
録
』、
語
録

で
は

『碧
巌
録
』

『大
慧
禅
師
語
録
』
『中
峯
広
録
』
等
、
禅
僧

の
詩
文
集
で
は
雪
峰
慧
空

『東
山
外

集
』、
敬
隻
居
簡

『
北
燗
文
集
』
、
覚
範
慧
洪

『石
門
文
字
禅
』
、
蔵
曳
善
珍

『蔵

隻
摘
藁
』
、
そ
れ
に
義
堂
周
信
編

『
貞
和
集
』
等
が
重
な
る
。
さ
ら
に
儒
教
に
つ

い
て
も
四
書

『
礼
記
』
『
春
秋
左
氏
伝
』
等
、
諸
子
に
つ
い
て
は

『荘
子
』
が
、

両
者
に
重
な
る
。

文
学
に

つ
い
て
は
か
な
り
様
子
が
異
な
る
。
『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』

で
は
、

『六
臣
注
文
選
』
以
外
は
禅
僧
の
作
品
集
に
と
ど
ま
る
が
、
『
詩
学
大
成
抄
』

で
は

多
く
の
別
集
(個
人
全
集
)
・
総
集
が
見
い
だ
せ
る
。
就
中
、
唐
の
李
白

・
杜
甫

の

別
集
、
『三
体
詩
』
『韓

〔愈
〕
文
』
『
柳

〔宗
元
〕
文
』、
元
詩
の
選
集

『中
州
集
』

『風
雅
集

〔皇
元
風
雅
〕』
に
は
五
山
版
が
あ
る
。
唐
宋
を
含
む

『
聯
珠
詩
格
』
や

『古
文
真
宝
』
と
い
っ
た
選
集
、
五
山
禅
林

で
流
行
を
み
た
蘇
転

・
黄
庭
堅

.
陳

師
道
の
別
集

に
も
言
及
す
る
。
同
様
に
、
詩
話
は
、
『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』

で

は
ほ
ぼ

『
詩
人
玉
屑
』

に
尽
き
る
。

一
方

『詩
学
大
成
』
に
は
、
「
詩
話
起
こ
り

て
詩
滅
ぶ
」
と
椰
楡
さ
れ
た
宋
朝

の
状
況
を
反
映
し
て
多
数
の
詩
話
が
収
録
さ
れ
、

『詩
学
大
成
抄
』
に
も
多
く
の
詩
話

・
雑
記
が
見
え
る
。
『
韻
語
陽
秋
』
『
揮
壁
録
』

『
漁
隠
叢
話
』
『
青
箱
記
録

〔青
箱
雑
録
〕
』
『較
耕
録
』
『
〔夢
渓
〕
筆
談
』
『容
斎

随
筆
』
は
い
ず
れ
も
宋
の
詩
話

で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
詩
話
は
禅
僧
の
記
事
を
含
ま

な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
官
界
お
よ
び
江
湖
の
人
物
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
、
ま
た
詩
句
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『詩
学
大
成
抄
』
に
見
え
る
書
籍
を
め
ぐ

っ
て

の
背
景
に
つ
い
て
の
記
事
を
基
本
と
す
る
。
詩
話
類
は
詩
文
集
の
替
り
と
し
て
重

宝
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た

『方
輿
勝
覧
』
は
地
理
書
な
が
ら
、
詩
詞

を

一
首
そ
の
ま
ま
収
録
す
る
方
針
を
と

っ
た
。
こ
の
書
籍
に
つ
い
て
も
、
少
な
く

な
い
回
数
の
言
及
が
あ
る
。

以
上
に
挙
げ
た
漢
籍
の
ほ
か

『詩
学
大
成
抄
』
に
頻
回
に
言
及
の
あ
る
書
物
に

は
、
講
釈
の
た
あ
参
照
に
重
宝
し
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
も

の
が
多
い
。
そ
の
.

一
類
は

『錦
繍
萬
花
谷
』
『
事
林
広
記
』
『太
平
御
覧
』
な
ど
類
書

で
あ
り
、
そ
れ

に
も
増
し
て
言
及
の
回
数
が
多
い
の
は
、
韻
書

の
形
態
を
と
り
な
が
ら
実
際
に
は

類
書
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た

『韻
府

〔韻

府
群
玉
〕
』
や

『韻
会

〔古
今
韻
会
挙

要
〕
』、
同
様

に
人
名
辞
典
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
た

『排
韻

〔新
編
排
韻
氏
族

大
全
〕』

で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
は
五
山
版

が
あ
り
、
惟
高
妙
安
に
限
ら
ず
当
時
よ

く
利
用
さ
れ
た
書
籍

で
あ
る
が

『空
華
日
用
工
夫
略
集
』

に
は
見
ら
れ
な
い
。

同
様

に

『空
華
日
用
工
夫
略
集
」

に
無

く

『詩
学
大
成
抄
』

に
有
る
の
は
、
小

説

の
類
と
絵
画
関
係

の
書
籍

で
あ
る
。

小
説

で
は
、
義
堂
周
信
も
参
照
し
て
い
た
小
説
の
類
書

『太
平
広
記
』
を
、
惟

高
妙
安
も
参
照
し
て
い
る
。
た
だ
し

『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
に
は
こ
の
書
名
の

み
で
あ
る
。

一
方

『
詩
学
大
成
』
は

「
拾
遺
記
」
「十
洲
記
」
「神
異
記
」
「
洞
冥

記
」
「穆
天
子
伝
」
「幽
怪
録
」
な
ど
の
志
怪
系
の
古
小
説
を
引
用
す
る
こ
と
が
少

な
く
な
く
、
『詩
学
大
成
抄
」
は

『詩
学
大
成
』
の
記
載
を
襲

っ
て
い
る
。

一
方
、

『詩
学
大
成
』
に
は
見
え
ず

『詩
学
大
成
抄
』
に
の
み
提
示
さ
れ
る
明
朝

の
書
籍

が
あ
る
。
○
雁
ガ
ソ
ラ
ヲ
、
ト
ン
デ
、
天
下

一
人
ノ
、
四
字
ヲ
ア
ラ
ワ
イ
タ
コ
ト
ア
リ
。

蘇
武
力

一
人
、

エ
ビ
ス
ノ
国
二
、
イ
キ
テ
、
居
タ
ト
云

コ
ト
ヲ
、
ミ
ヤ
コ
ノ
、

者

二
、
シ
ラ
セ
ウ
ド
テ
、
ア
ツ
タ
ト
云

コ
ト
、
笑
海
ト
云
書

ニ
ア
ル
ソ
。
笑

海
ノ
書

ハ
ナ
イ

コ
ト
ヲ
ッ
ク
リ
ワ
ラ
イ
草

ニ
セ
ウ
ド
テ
作
タ
ソ
。

マ
コ
ト
ハ

ナ
イ

コ
ト
ソ
。
(八
13
ウ
)

○
効
輩
集

ニ
ヤ
ラ
、
阿
房
宮
ト
秦
ノ

コ
ト
ヲ
云

ニ
カ
イ
タ
ソ
。
(九
3
ウ
)

「笑
海

〔笑
海
叢
珠
か
〕」
「効
輩
集
」
は
い
ず
れ
も
俗
書
で
、
当
時
最
新
の
輸
入

書

で
あ

っ
た
も

の

か
と

推

測

さ
れ

る
。

美

術

関

係

の
書

籍

は

『
空

華

日

用

工
夫

略

集

』

に

は

そ

れ

と
思

わ

れ

る
も

の
が

見

え

な

い
。

『
詩

学

大

成

抄

』

で
も

二
項

目

に
限

ら

れ

る

が
、

ど

ち

ら

も

長

文

で

あ

る
。

書

名

の
部

分

を

中

心

に
見

て
み

よ

う
。

○

春

潮

帯

雨

晩

来

急

、

野

渡

無

人

舟

自

横

、

…
宋

ノ
徽

宗

皇

帝

ハ
、

画

上

手

ソ
。

サ

ル
ポ

ド

ニ
、

画

ニ
ス
カ

シ

ム
タ

ソ
。

宣

和

年

中

二
、

画

ヲ
以

テ
、

天

下

ノ
士

ヲ
、

進

士

及
第

サ

セ

ラ

レ
タ

ソ
。

…

サ

キ
、

カ

ラ

ス

ノ
、

舟

ニ
ト

マ

リ
、

船

頭

カ

フ
ネ

ニ
コ

シ
カ

ケ

テ
笛

ヲ
ナ

ガ

ウ
吹

ク

ハ
、

人

ノ

ワ
タ

ル
者

ナ

ウ

テ
、

船

頭

セ
ウ

ズ

コ
ト
、

ナ

サ

ニ
、

ア
ゲ

ピ
ザ

デ
、

ナ
ガ

笛

ヲ
、

吹

タ

ソ
。

此

ノ
画

ガ

、

三

千
人

ノ
進

士

ノ
中

二
、

第

一
ニ
ス
グ

ラ

レ
テ
、

及

第

シ
タ

ソ
。

カ

ウ
カ

イ

タ

画

カ

キ

ノ
名

ハ
、

ノ

セ

ヌ
。

此

コ

ト

ヲ

シ

ル
イ

タ
書

ハ
、

画

系

ト

云

ソ
。

一
冊

ノ
書

ナ
リ
。

マ
レ

ナ
書

ナ
リ
。

画

ノ

コ
ト

シ

ル
イ

タ

書

モ
、

多

ソ
。

画

断

ト
云

イ
、

図

画

見

聞

志

ト
、

ト
云

イ
、

図

絵
宝

鑑

ト
云

イ

、

宣

和

画
譜

ト
云

ツ

レ
、

イ

カ

ホ

ド

モ

ア

ル

ソ
。

宣

和

1

ー

ハ
六

七

冊

ア
リ

。

野

渡

無

人

ノ
題

テ
及

第

シ
タ

コ
ト

ハ
、

ナ

イ

カ

ト
思

ソ
。
宣

和

1

ー

モ

ミ
タ

ソ
。

野

渡

無

人

度

、

孤

舟

終

日
横

ト
作

タ

モ

ア
リ

。

(
二

3ー

ウ
)

『
宣

和

画

譜

』

『
画

系

〔画

継

か

〕
」

『
画

断

』

『
図

画

見

聞

志

』

『
図

絵

宝

鑑

』

が

あ

げ

ら

れ

「
イ

カ

ホ

ド

モ

ア

ル

ソ
」

と

い
う

。

当

時

の

日
本

人

の
中

国

絵

画

に
寄

せ

る
関

心

の
高

さ

が

窺

え

る
記

事

で
あ

る
が

、

そ

の
背

景

は
、

○

南

禅

寺

ノ
東

禅

院

二
八

景

ノ
画

ノ
屏

風

ア

リ
。

画

ハ
周

文

力
筆

力
。

…

宣

和

画

譜

ヲ
考

二
、

宋

ノ
文

臣

宋

迫

、

字

復

古

、

小

伝

ア

リ
。

得

テ

カ

イ

タ
国

ノ
名

、

一
々

ノ

セ

タ

ソ
。

一
ノ
末

二
、

八

景

一
ト

ノ

セ

タ

ソ
。

(
七

4ー
ウ
)

と

あ

る
と

お

り

で
、

寺

内

に
も

絵

画

作

品

は
多

く

あ

り

、

水

墨

画

等

が

盛

行

し

た

当

時

の
状

況

が

考

え

ら

れ

る
。

以

上

に

述

べ
た

と

お

り
、

『
詩

学

大

成

抄

』

と

『
空

華

日
用

工

夫

略

集

』

と

の

差

異

に

は
、

時

代

的

背

景

と

、

そ
れ

に
伴

う

二
人

の
関

心

の
あ

り
ど

こ

ろ

の
相

違

と

が

あ

る

こ
と

が

指

摘

で
き

る
。

惟

高

妙

安

が

『
詩

学

大

成

抄

』

執

筆

後

に

『
韻

府

群

玉

』

を

抄

し

た

『
玉
塵

抄

』

の
引

用
文

献

を

調

査

し

た
李

承

英

氏

は
、

「
そ
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の
多
く
は

『
韻
府
群
玉
』
か
ら
そ
の
ま
ま
引
い
た
も
の
で
あ
り
」
「惟
高
妙
安
独

自
の
引
用
文
献
」
「
は
、
『玉
篇
』
『
事
文
類
聚
』
『排
韻
』
『韻
府
群
玉
』
『
蒙
求
』

『礼
部
韻
略
』
『
聚
分
韻
略
』
な
ど
で
あ
る
」
と
い
う

。
『詩
学
大
成
抄
」
も
傾
向

を
同
じ
く
す
る
が
、
『
詩
学
大
成
』
と
い
う
書
物
の
性
格
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
、

引
用
文
献
の
種
類
は
更
に
豊
か
で
あ
り
、
惟
高
妙
安
独
自

の
引
用
文
献
も
ま
た
種

類
が
多
く
、
彼
の
学
識
、
当
時
の
学
問
の
実
態
を
窺
う
に
は
好
適
な
資
料
だ
と
言

え
よ
う
。

化
交
渉
研
究
第
二
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
。

4

『空
華
日
用
工
夫
略
集
』
で
は

「釈
子
資
鑑
」。
同
様
の
文
字
の
異
同
は

一
々

指
摘
し
な
い
。

5

李
承
英

「『
玉
塵
抄
』
に
お
け
る
引
用
文
献
1

『韻
府
群
玉
』
と
の
比
較
」

筑
波
応
用
言
語
学
研
究
十
号
、
二
〇
〇
三
年
十
二
月
。

は
な
は
だ
不
十
分
な
も
の
だ
が
、
最
後

に
書
名
索
引
稿
を
付
録
す
る
。
索
引
に

挙
げ
た
も
の
に
は
書
名
の
ほ
か
に
も
作
品
名

・
篇
名
が
混
在
し
て
い
る
も
の
と
思

う
。
ま
た
、
惟
高
妙
安
の
学
問
を
う
か
が
う
に
は
、
作
品
名

・
篇
名

・
人
名
も
合

わ
せ
て
採
ら
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
の
だ
が
、
現
時
点

で
の
稿
本
と
し
て
掲
載
す
る
。

御
示
教
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

本
誌
に

「校
本
詩
学
大
成
抄
」
を
連
載

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
間
、
輪
読
の

席
で
小
林
幸
夫
教
授
か
ら
、
大
島
氏
と
も
ど
も
輪
読
と
は
別
に
論
文
に
す
る
よ
う

に
と
、
折
々
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
。
二
人
と
も
な
か
な
か
形
に
な
ら
な
か

っ

た
こ
と
を
申
し
訳
な
く
思

っ
て
い
る
。
輪
読
は
、
小
林
教
授
が

「
お
も
し
ろ
い
な

あ
」
と
感
嘆
し
中
断
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ

っ
た
。
教
授
に
は
御
指
導
、
ご
教

示
い
た
だ
き
た
い
こ
と
が
沢
山
あ

っ
た
の
だ
が
、
楽
し
く
、
ま
た
得
る
こ
と
の
多

い
時
間
が
こ
の
よ
う
に
短
い
と
は
思
い
も
か
け
な
い
こ
と
だ

っ
た
。
小
林
教
授
か

ら
叱
ら
れ
る
こ
と
、
間
違

い
な
い
の
だ
が
、
「
校
本
詩
学
大
成
抄
」
を
休
載
と
す

る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。
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注1

柳
田
征
司

『詩
学
大
成
抄
の
国
語
学
的
研
究
』
清
文
堂
出
版
、

一
九
七
四
年
。

2

『太
平
簑
宇
記
』
は
明
治
初
期
に
清

国
公
使
が
日
本
に
伝
わ
る
漢
籍
を
覆
刻

し
た

『古
逸
叢
書
』
に
収
録
さ
れ
、
中
国

へ
逆
輸
入
さ
れ
た
。

3

原
田
正
俊

「
日
本
中
世
に
お
け
る
禅
僧

の
講
義
と
室
町
文
化
」
東
ア
ジ
ア
文

『詩
学
大
成
抄
』
に
見
え
る
書
籍
を
め
ぐ

っ
て



『詩学大成抄』書名索引稿

凡例

1、本索引は、見出 しに 『詩学大成抄』に見 られる書名を掲げた。ここでの書名は、抄に 「～ ト

云書」などと記 されているものを含めたので、篇名 ・作品名に当たるものを含む。「杜詩」「谷詩」

や人名は採らない。

2、 柳田征司 『詩学大成抄の国語学的研究 影印編』(清文堂 出版、昭和50年ジを底本 とし、書名

ごとに 「(漢数字)冊(ア ラビア数字)丁 オ/ウ(表 裏)」で示 した。同一の冊にっいては、丁および

表裏のみを示 し、コンマで区切った。同一の丁に複数回見え る場合は特に示さない。「岩五」は、

底本末尾に置かれた岩瀬本第五冊を示す。

3、 略称であることがはっきりしていたり詩学大成を参照で きたりして、書名を補訂できたもの

には 〔〕に書名を掲げ、注のみが挙げられていたり、表記が揺れていたりする場合 は、必要に

応 じてOで 補 った。

4、r詩 学大成抄』に作者名を挙げており、それが必要と判断 したものには()で 作者名を補った。

5、 見出しは初めの漢字二字を音読 して、五十音順に配列 した。 また常用字体をもちいた。

6、 本索引は松尾が作成 したもので、誤 りは少なくないと思 う。諸先生の御批正を賜 りますよう

お願い申し上げます。

『
詩
学
大
成
抄
』
に
見
え
る
書
籍
を
め
ぐ

っ
て

あ 阿含経

阿弥陀経

い 異苑(劉敬叔)

一切経

異聞集

韻会 〔古今韻会挙要〕

韻語陽秋

韻書

韻府 〔韻府群玉〕

う 雲林異景志

え 永嘉集

影灯記

頴浜遺老伝

画観音経

易

准南子

円覚経ノ集解

姻花録

援神契

園林紀勝

五12オ,岩 五24オ

岩 五48オ

岩 五14ウ

六38ウ,七47オ

岩 五42ウ

ニ4ウ ・29ウ ・85オ ・89ウ ・97ウ,三14ウ ・20オ ・53ウ ・68オ,

四9ウ,五27オ ・49ウ ・73オ,七12ウ ・16オ ・24ウ ・28ウ ・29ウ ・

43オ ・44オ,九59ウ,岩 五47ウ

岩 五29オ

ニ9オ ・18オ ・48ウ ・91ウ,岩 五45ウ

ー14ウ ・16オ ・17オ
,二71オ ・102オ,五20オ ・69ウ ・73オ,七2

4ウ ・26オ ・28ウ ・29オ ・34オ ・43オ,九6ウ ・49オ,十14ウ ・岩

五22オ

六18ウ

十23ウ

岩 五14ウ

七6オ

ー-52オ

ニ59ウ,三5ウ ・21ウ,六29ウ,十1ウ

ー48ウ ・59オ
,三19ウ ・21オ ・78ウ,四19オ,八22ウ ・24オ ・29

ウ ・30オ,十6ウ,岩 五47ウ ・51オ ・51ウ

五12ウ

ー15オ

三43ウ

七16オ
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『詩
学
大
成
抄
』
に
見
え
る
書
籍
を
め
ぐ

っ
て

お 温州志

か 海嬌志

海渓文集

外経録

開元遺事

開成承詔録(李石)

海潮 〔海潮図経〕

海録砕事

下学集

格物論

画系

花上集

画断

鵬冠子

輻鼓録(明皇)

河図

楽府 〔楽府詩集〕

華陽国志

華陽録

簑宇記 〔太平簑宇記〕

感応編

漢旧事

漢宮殿疏

管子

韓詩外伝

漢書

漢篤

鷹塔西域記

観音経

韓文

関輔記材→関輔記林

関輔記林

翰墨全書

き 揮塵録

魏書

紀年録

四23オ,岩 五39ウ

三34オ

ー36オ

ニ48オ

ー21ウ
,三79ウ,五5オ,六44オ,岩 五23ウ

七48ウ ・49オ

三34オ

十22ウ

四24オ

ニ11オ

ニ31オ

三7ウ ・75オ,九19オ

ニ31ウ

五6ウ,八24オ

五7オ

三41ウ

九49オ

ニ34オ ・34ウ

三69オ

ニ45オ ・45ウ

六19オ

岩 五20オ

ニ16オ

八2ウ,九59オ

三73オ

ー29ウ ・53ウ
,二1オ ・20ウ ・44オ ・45オ ・59オ ・60オ ・79オ ・

84ウ ・85ウ ・86オ ・86ウ ・97ウ,三3ウ ・18ウ ・19ウ ・32ウ ・44

ウ ・46オ ・48オ ・73オ,四12オ,五1オ ・3オ ・7オ ・8ウ ・53オ,

六20オ ・23ウ,七2ウ ・21ウ ・22ウ ・35ウ,八1ウ ・2オ ・2ウ ・

5ウ ・10ウ ・23オ ・29ウ,九45オ,十10オ,岩 五14オ ・26オ,

*「 前 漢 書 」 を 参 照

二70ウ

九29ウ

ニ24ウ,七20オ

ー42ウ
,二9オ,三68ウ,四4オ,五6ウ ・62オ ・77オ,八24オ ・

32ウ,岩 五6ウ

九4ウ ・5オ

ー!ウ ・11オ ・20オ
,五12オ,

十28ウ,岩 五40オ

三74オ

岩 五36ウ

ニ43ウ

六7オ ・46ウ,九2ウ ・15オ ・38ウ,
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宮室志要

虚蔵経

虚堂録

漁隠叢話(胡蕃渓)

鄭中記

曲略

玉壺清話

玉燭宝典

玉泉記

玉篇

玉屑 〔詩入玉屑〕

魏略

金門歳節

く 倶舎

倶舎電論

倶舎論

公羊伝

郡国志

郡志 〔蘇州郡志〕

群書備数

軍斗枢

け 荊州記(盛弘之)

稽神録

荊楚歳時記

景徳伝灯録→伝灯録

家語(孔子)〔孔子家語〕

花厳経 〔華厳経〕

月令(崔宴)

月令章句(察邑)

源氏ノ巻 〔源氏物語〕

剣南集

剣南続稿

源流至命

源流至論

こ 広韻

広雅

広記 〔太平広記〕

孝経

孝経緯

孔子家語→家語

孔子六帖

杭州図経

高僧伝

九1オ

ニ48ウ

ー5オ

ー51オ
,三35オ ・35ウ

五52ウ

岩 五46ウ

三80オ

五19ウ,六26ウ,岩 五2オ

五16ウ

七28ウ ・29ウ ・43オ

三19オ

三76オ

岩 五24オ

ー55ウ
,四1ウ

ー55ウ

五2オ

三2ウ

ニ8オ

九31オ ・32ウ

ー20オ

三44ウ

三46ウ

三70オ

ー28オ
,五17ウ,六44ウ,岩 五10オ ・22ウ

一25ウ
,三39ウ ・40ウ

ー-51オ
,五34ウ ・35オ,六39オ,十14オ

岩 五45ウ

五55オ,六17ウ

五12ウ

ニ53オ

ニ53オ

七54ウ

七54ウ

五73オ,七28ウ ・29ウ

ニ11ウ,三46ウ

六29ウ,九45ウ

ニ65オ,六24オ,岩 五18オ ・37ウ

岩 五18オ ・37ウ

三59ウ

三71ウ

十28ウ
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『詩
学
大
成
抄
』
に
見
え
る
書
籍
を
め
ぐ

っ
て

さ

孔自六帖

洪範五行伝

効輩集

香匝集

呉越春秋

後燕録

後漢書

五経通義

五経要義

古今韻会挙要→韻会

古今注(崔豹)

古今通論

国語

国史

国史補

谷梁伝

頁山至言

呉子

古史考(子由)

胡曾詩

五灯録

古文→古文真宝

古文真宝

呉録(張勃)

後録(漢ノ劉向)

金剛経

歳華記

歳記→歳時記

歳時記

才子伝

左氏春秋→左伝

左伝

左伝集解(杜預)

山海経

(山)谷詩注

山谷外集

三国志

三60オ,九46オ

ー59オ

九3ウ

三24オ

三4ウ

ニ38ウ ・39オ

ニ87オ,五17ウ ・18オ ・18ウ

三2オ

四2ウ ・19オ

二83オ

四1ウ

ニ75オ

ー52ウ

十16ウ

ー51ウ

ニ21オ

ニ57ウ

ニ100オ

ニ75ウ ・76オ

七47オ

・19オ ,六19ウ ・42ウ

一33オ
,二8オ ・13オ ・33ウ ・46オ ・58オ ・68ウ ・74ウ ・86ウ,

三68ウ,五2オ ・62オ,七1ウ ・41ウ

九21オ,十28オ

三46ウ

五25ウ

ー54オ
,十28オ

岩 五2ウ

・八4オ ・9オ ・9ウ ・12オ ,

一27ウ
,三23オ,五17ウ,岩 五3オ ・13ウ ・4!オ

ニ98オ

一2ウ ・18オ ・18ウ ・21オ ・34オ ・39オ ,二35オ ・35ウ ・54ウ ・

55オ ・55ウ ・56オ ・57オ ・59ウ,三23ウ ・37オ ・40オ ・66ウ ・73

オ,四6オ ・19オ ・19ウ,五48オ ・55ウ ・70ウ,六6オ ・12ウ ・21

ウ ・25ウ ・37ウ ・38オ ・39オ ・42オ,七32ウ ・61オ,八2ウ,九

46ウ ・58ウ,十4オ ・4ウ ・5ウ ・6オ,岩 五4ウ ・5ウ

九61オ

三5ウ ・30ウ

ニ87オ,五71オ ・71ウ

七27ウ

ニ42オ,七56オ
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三秦記

三体(詩)

三体抄(桃源)

山堂考索

三峯述征記

三輔黄図

三輔次録

纂要→四時纂要

三略

三礼

三礼図

し 詩苑叢珠

爾雅

詩格→聯珠詩格

史学提要

史記

四時纂要(梁元帝)

資治通鑑

三61ウ

ー1ウ ・11オ ・12ウ ・13ウ ・14ウ ・15ウ ・18オ ・26オ ・30オ ・36

オ ・37オ 』・49オ,二3ウ ・9ウ ・18ウ ・30ウ ・32ウ ・33オ ・45オ ・

46ウ ・55オ ・90オ ・101オ ・102ウ ・103オ,三2ウ ・21オ ・22オ ・

36オ ・66オ ・69オ ・82オ,四3ウ ・4オ ・11ウ ・23ウ,五9オ ・13

オ ・31ウ ・39オ ・39ウ ・44オ ・57オ ・68ウ,六22オ ・28ウ ・38ウ,

七9オ ・11ウ ・45オ ・48オ ・49オ ・58ウ,八8ウ ・12オ ・20オ ・25

オ ・33ウ,九7ウ ・13オ ・15オ ・24オ ・25ウ ・26ウ ・27ウ ・29ウ ・

41オ ・42オ ・55オ ・58ウ,十17オ ・30オ ・31オ ・33ウ,岩 五4ウ ・

13オ ・20オ ・24オ ・25オ ・34オ ー

五39ウ,六28ウ

十6ウ

三6ウ

十1ウ ・2オ

十2オ

二40ウ,岩 五47オ

五45ウ

五52オ

五16ウ ・21ウ

ニ12オ ・51オ ・53ウ,三53オ ・57オ ・66オ,五55オ,七16オ ・

37ウ ・56オ,八1オ

一43オ

ー19オ
,二10ウ ・34ウ ・40オ ・62ウ ・74ウ ・99オ,三3ウ ・8オ ・

30ウ ・47ウ ・48オ ・72ウ,四12オ ・22ウ ・24ウ,五7オ ・29ウ ・

44ウ ・53オ ・55ウ ・57オ ・69オ ・76オ,六20オ ・25ウ,七11ウ ・

16オ ・23オ ・23ウ ・40オ ・45オ ・46オ,八2ウ ・10ウ ・15オ ・16

オ ・23オ,九3ウ ・16ウ ・52ウ ・53ウ,十6オ ・7ウ ・33オ,岩 五

26オ

五1ウ ・24ウ ・45ウ,六17ウ

ニ80オ
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資治通鑑綱目集覧→通鑑綱目集覧

字書

七千蔵経

詩評

事物紀原

事文類聚

釈氏資鑑

釈名

煮笑経

拾遺記(王子年)

十王経

二17ウ ・29ウ ・100オ

七47オ

四20オ

十16オ

五22ウ,七7ウ,九2ウ ・36オ,岩 五31オ

ー28ウ

ー47ウ
,二14オ ・33オ ・59オ,三1オ ・76オ,四19オ

三17オ

ー57オ
,二12オ,三42ウ ・43オ ・79オ

四24オ
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宗鑑録→宗鏡録

宗鏡録

十九史略

十七史

十洲記

十八史略

聚分韻 〔略〕

周礼

十六国春秋

春庵雑録

苞子

春秋

春秋後語

春秋後伝

春明退朝録

書

紹運図

笑海

貞観政要

湘州記

尚書

尚書中候

承詔録→開成承詔録

嚢陽善旧伝

升楼記(王元之)

粧楼記

初学記

女儀(崔浩)

蜀志→三国志

女史

女箴

女則

女論語

志林

事林広記

神異記

臣軌

晋春秋

新書(頁誼)

晋書

七57オ ・57ウ

四12オ

ニ80オ

ー51オ
,三28ウ ・67オ ・82オ

四12オ

五19ウ

ー14ウ
,二100オ,三44オ,五52ウ,六45ウ,七12ウ ・13オ,岩

五19ウ ・22ウ ・29ウ

ニ39オ

五74ウ

三21オ ・21ウ ・24ウ ・44オ ・72ウ

十4オ ・6オ

ニ35オ

ニ35オ

九10オ

六27オ

ニ102オ,七21オ ・49オ,九32オ,岩 五33ウ

八13ウ

七18オ

八32ウ

ー32ウ ,二25オ ・66ウ ・92オ,三6ウ ・28ウ ・39ウ ・42オ ・43オ ・

81ウ,五24オ ・46オ ・58オ ・60オ ・64オ,六36ウ ・42オ ・43オ,

八5オ,九29オ ・39ウ ・59ウ,岩 五6オ

三53オ

七6オ

九42オ

岩 五34オ

ニ48ウ ・49オ,五71オ

六26ウ

六26ウ

六26ウ

六26ウ

六26ウ

岩 五28オ

ニ41オ

ー57オ ・59オ
,三72オ ・79オ

七18オ

十5オ

ニ81オ

ニ61オ ・62オ ・62ウ ・102オ,五9オ,七17オ
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神書

神仙伝

秦中歳時記

尋龍秘要集

新林

新論(桓讃)

す 瑞応図

水経(注)(麗随 元)

水志(徐笏)

図絵宝鑑

図画見聞志

図記

せ 西域泥波羅

西京雑記

青箱記録

斉人月令

正宗賛

斉地理記

石門文字禅(洪覚範)

石林燕語

世説 〔世説新語〕

説苑(劉向)

説文 〔説文解字〕

前漢書(班固)

千金方(孫思遡)

千字文

宣和画譜

そ 宋紀

宋景濠(文)集 〔宋演〕

宋史

荘子

宋書

捜神記

蔵嬰摘藁→摘藁

僧宝伝

続漢志

続漢書

続斉譜記

続捜神記

楚辞

蘇州郡志→郡志

二83オ

三30オ

岩 五27オ

四16オ

七37ウ

九52ウ

ー50オ

三42オ ・44オ,五47オ

十2ウ

ニ31ウ

ニ31ウ

六18ウ

七18オ

五54ウ,七13ウ,岩 五33ウ

十3オ

五19オ

五41オ

ニ48オ

三17オ,七41ウ

三71オ

ー39オ
,三10オ,七7オ ・8ウ

九28ウ

ニ14オ ・14ウ ・27オ ・91オ,三46ウ,五44ウ,七1オ ・42オ

ニ15ウ ・71ウ ・97ウ,四12オ,五46オ,八4オ ・7オ ・9オ,

*「 漢 書 」 を 参 照

二43オ

ー-49ウ
,四9ウ,五48ウ,七47オ,八6ウ,九10ウ

ニ31ウ,七41ウ

ニ14ウ

ー14ウ
,二99ウ,五6ウ,八24オ,岩 五32ウ

岩 五29オ

ー12オ ・19オ ・21オ ・37ウ ・57ウ ,三28ウ 。29ウ ・31オ ・79ウ,

六42オ,七9オ ・19ウ ・28ウ ・60ウ,九39オ ・45オ ・59オ

七35オ

ー52ウ

七33オ

岩五28ウ

五17オ

岩 五12オ

ー-52ウ

八5ウ ・7ウ ・23オ ・23ウ,岩 五44オ
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素書 二40ウ,岩 五47オ

楚帖 岩五49オ

祖庭事苑 四2ウ

孫子(孫臓)三8ウ,七42オ

尊頂法論 二77オ

た 大学 五61オ

大恵武庫 〔大慧普覚禅師宗門武庫〕 九61ウ

大玄経

大光明蔵

太子伝

大乗経

大戴礼

大般若 〔波羅密多経〕

太平簑宇記→簑宇記

太平記

太平御覧

太平広記→広記

大明録

卓異記

澹居稿

丹陽集

ち 茶経

中興詩→中興禅林風月集

中興禅林風月集

中州集

中峯広録

中庸

蕾渓漁隠叢話→漁隠叢話

朝野倉載

地理志

(陳簡斎詩)注

陳留書旧伝

っ 通鑑

二94ウ

ー6ウ

四16オ

ー6ウ

ー47ウ ・-50オ

ー54オ
,三29オ,四1ウ

二100オ,四24オ,

-28オ
,六37オ

二41オ ・67オ

五4ウ

四23オ

岩 五23オ

三17オ

九6ウ,九20オ

一5オ
,三76オ,五60オ

ー28ウ
,六9オ,七54オ

三65オ

五61オ

通鑑綱目集覧 〔資治通鑑綱目集覧〕

通鑑集覧→通鑑綱目集覧

通典 七56ウ ・57オ

て 帝王世紀 六44オ

帝紀 一56オ

帝範 七18オ

提要録 岩五40オ

貞和集 七41オ ・46ウ

摘藁(珍蔵嬰)〔 蔵隻摘藁〕九3ウ

報耕録 七1ウ

二49オ,岩 五15オ

ニ83ウ

五57ウ

七6オ

ニ57オ ・80オ,*「 資 治通鑑」 を参照

七43オ ・50オ
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天香集 四23オ

天台本末ノ書 十14ウ

伝広普聯続五灯ノ録→五灯会元

伝志

伝灯録 〔景徳伝燈録〕

天宝遺事

と 杜詩ノ注

杜(カ)本

唐韻

洞院項砕録

陶淵明力集

束観漢記

董動聞俗

東京夢華録→夢華録

東山外集

唐歳時記

唐書

道徳経

(東)披(カ)集

洞冥記

免塵集

杜陽雑編

な 内伝

南越志

に 仁王経

日本紀

ね 浬藥経

は

二92オ

九42ウ,十20オ

五6オ ・9オ

ニ60ウ ・61オ

ニ60ウ,五31ウ,七52オ

五30オ

九16オ

五24ウ

ニ71オ

岩 五9ウ

一15オ

岩 五27オ

七50オ,九10オ

ニ67オ,九34オ

三28ウ ・51ウ

ー50ウ

七30ウ

三72オ

ニ24オ,三29オ

ニ12オ

ー18ウ
,五76ウ,岩 五42オ

ニ82ウ,六13オ,九15ウ ・29オ

三42ウ,十19ウ ・20オ

排 韻 〔新 編 排 韻 氏 族 大 全 〕-16ウ,二49ウ ・71オ,三24オ ・54ウ,五50オ ・71ウ,七5オ ・7

ウ ・8オ ・17ウ ・56オ,八9ウ,九27ウ,十5ウ ・6ウ

梅渓文集

白玉蜷力集

白氏文集(白楽天力集)

白氏六帖

博物志(張華)

半山集

ひ 埠雅

十30オ

ニ17オ

三16ウ,五24オ

三59ウ

ニ12オ,三20ウ ・28オ ・61ウ ・71オ,七21ウ,九52ウ

岩 五4ウ

六37オ

筆削記 〔起信論疏筆削記〕十6オ

筆談(沈 存中)〔夢渓筆談〕-48オ ・一一51ウ

白虎通

百川学海

百丈ノ清規

ふ 風雅集

風俗記(周処)

三44オ,五19オ,九14ウ

ー12ウ
,九60ウ,岩 五49オ

十1ウ

ー42ウ ・43オ ・44ウ
,六41オ,七54オ

ニ33ウ
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風俗通

風土記(周処)

仏法金湯編

物理論

文献通考

文昌雑録

文選

へ 平家物語

兵書七書

碧岩(録)

ほ 法花経 ・法華経

方言

方丈記

彰乗記

飽胎法

抱朴子(葛稚川)

方輿勝覧

北?文集

二16ウ,三46ウ,七42オ,十1ウ,岩 五29ウ

ニ33ウ ・43ウ,五46ウ,岩 五40ウ

ニ84ウ,七4ウ

三71オ

三38ウ,七39ウ

五18オ

ー18オ ・40ウ
,二15ウ,三57オ,四5ウ,五9ウ ・31オ ・49ウ ・50

ウ ・55ウ,七21オ ・23オ ・51ウ,八6オ ・11ウ

ニ34ウ ・100ウ,五7ウ,六10ウ

ニ57ウ,七42オ

ー12ウ
,二33ウ,三1ウ ・7オ ・23オ ・65オ ・67ウ,六25ウ,七2

ウ ・55オ,九20オ ・43オ,十16オ

ー30ウ ・37オ ・50ウ
,三19ウ ・43オ ・82ウ,五65ウ,七6オ ・44

オ,八5ウ,九2オ ・14ウ ・26オ ・42オ ・43ウ,十13ウ ・岩 五32ウ ・

48オ

八7ウ

十17オ

九31ウ

ニ12オ

ニ42ウ ・43オ,三76ウ,岩 五41ウ

ー20ウ
,二41ウ,三25ウ ・39ウ ・56オ,七41オ ・57ウ,九32オ

三23オ,五52オ

北禅 ノ日件 〔北禅日件録〕四20ウ,五24ウ

北史

穆天子伝

蒲室集

蒲室ノ疏

本草

梵網経

む 夢華録 〔東京夢華録〕

夢渓筆談→筆談

め 名義集 〔翻訳名義集〕

も 蒙求

毛詩 ・毛伝

孟子

文字禅→石門文字禅

ゆ 維摩経

幽怪録

五5ウ

三43ウ

ニ50ウ

ニ84オ,四7オ,

七22ウ

ー6オ
,二60オ,

岩 五21ウ

八32ウ,九16ウ

九22ウ,十21オ ・29オ

五56オ,十14ウ

ー27ウ ・53オ ・54オ
,二35オ ・37ウ ・38ウ ・91ウ,三18ウ,六10

オ,七7オ ・19オ,九52ウ ・61オ,岩 五51オ

ー21ウ ・24ウ ・25ウ ・53オ ・60オ
,三9ウ ・53オ ・54ウ ・66ウ ・

79オ,四10ウ ・14ウ,五4オ ・29ウ ・49オ ・60ウ ・63オ ・69ウ ・

76ウ,六14ウ ・39オ,七10オ ・13ウ ・23オ ・30オ ・58オ,八1ウ ・

18オ ・22ウ ・23ウ,九9オ ・24オ,岩 五25オ

ー26オ ・38オ
,三4オ ・21ウ ・24ウ ・25オ,五12オ,十10オ,岩

五6ウ

十14オ ・21ウ

ー59オ
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よ 容斎随筆

揚子

揚州記

雍洛霊異小録

豫章記

輿地志

ら 楽邦文集

薙山集(宋景演)

り 律暦志

李白力詩集

李白力集

李白力文集

劉公嘉話

劉史

柳文(柳子厚)

榜厳経

臨安志

倫断橋ノ集ノ疏

れ 礼記

嶺表異録

零陵志

暦記

列子

列女伝

螢下歳時記

聯珠詩格

ろ 朗詠集

老子経

六帖

六鯛

六物ノ図

六喩経

呂氏春秋

論語

論衡(王充)

一17ウ

八7オ

三46ウ

岩 五13ウ

七25オ

七57ウ

五7ウ

四1ウ,*「 宋 景 濠 集 」 を 参 照

五3オ

三1オ

ニ52ウ

三69オ

七17ウ

ニ22ウ ・68ウ

三29ウ ・53ウ

六33ウ

三34ウ

七33オ

ー5オ ・5ウ
,二1オ ・1ウ ・5オ ・21オ ・67ウ,三60オ ・78ウ,四6

ウ,五1オ ・4オ ・8オ ・9ウ ・18オ ・19ウ ・29ウ ・37オ ・44ウ ・55

オ ・55ウ ・68ウ ・71オ ・76オ,六3オ ・17ウ ・20オ ・34オ,六37

ウ ・39オ,七3オ ・6ウ,七10オ ・40ウ,八1オ ・5オ ・22オ ・23オ ・

24ウ,九15オ ・55オ,十4ウ ・8ウ,岩 五17ウ ・18オ ・18ウ ・20ウ ・

21オ ・36オ ・45ウ

三76ウ

三73ウ

岩 五44ウ

ー18ウ
,二14ウ,三1ウ ・三29ウ,四2ウ,七6ウ ・七29ウ,九2

オ ・九59オ,十19オ,岩 五7ウ

ー19オ
,二72ウ ・74ウ

ー28オ
,五17ウ,岩 五30ウ

五36ウ ・51オ,六9ウ,九53ウ

ニ76オ

ニ40ウ,三53オ,四4ウ,八26オ,九33オ ・33ウ ・35ウ

三16オ ・16ウ ・59ウ ・71ウ,六43ウ,十12ウ,岩 五26ウ ・27オ

ニ85オ,四3ウ,七39オ

ニ77ウ ・七13オ

ー54オ

ニ94ウ,三20オ,八30オ,十3ウ ・6オ

ー18ウ ・22ウ ・36オ
,二17ウ ・30オ ・40ウ ・55オ,三74オ,五37

オ,六7ウ ・8オ ・13オ ・14オ,七6ウ ・60ウ,八6ウ ・10ウ,十4

ウ ・11オ,岩 五48ウ

ー52オ ・三34オ
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